
取扱説明書
ドレンプラグキャッチャー
No.AEP-1419

このたびは弊社製品をお買い上げいただき、
まことにありがとうございます。
この取扱説明書をよくお読みいただき、安全にご利用ください。

安全上のご注意
　　拡大損害が予想される事項
　　禁止行為

この使用説明書には以下のマークをつけています。
使用前にこの「安全上のご注意」をよくお読み
のうえ、正しく使用してください。

　　必ず行う
　　分解禁止

死亡や重傷の原因となる。
重要事項絵表示 危害・損害

重要事項絵表示 危害・損害

●分解および改造をしない。

●本来の用途以外に使用しない。

●叩く等の衝撃を加えない。

●割れ・欠け、変形等の異常が見られた場合は
使用を中止する。

●エンジンオイルが高温の場合はやけどの恐れが
あるため、作業は必ずエンジンオイルが冷めた
状態で行う。

重症となるケガ、器物破損の原因
となる。

ケガや器物破損の原因となる。

ケガや器物破損の原因となる。

ケガや器物破損の原因となる。

ケガや器物破損の原因となる。

製品破損の原因となる。

●各部の分解および組み付けの作業は、自動車メーカ
ーからの情報（サービスマニュアルや作業指示書）
を十分に理解し行う。
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市販のめがねレンチなどでドレンプラグを緩める

ドレンプラグキャッチャーでドレンプラグを回
していく。徐々にオイルが溢れ出してきます。

取り外したドレンプラグは､ドレンプラグキャッ
チャーに付けた状態のまま､オイルドレーナーの
ふち等に置いておくができます。

製品の劣化を防ぐため､使用後は付着したオイルをパーツクリーナー等で洗浄し､直射日光の当たらない場所で
保管してください｡マグネットと樹脂の隙間にオイルが残ることがありますが､使用上問題はありません。

ドレンプラグは､本製品での作業後、トルクレンチで規定のトルク値に締め付けてください。

ドレンプラグキャッチャーに持ち替え、ドレ
ンプラグに装着する。（マグネットの磁力で
ドレンプラグにくっつきます。）

使用方法

※仕様および外観は改良のため予告
　なく変更することがあります。
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ドレンプラグ

ドレンプラグを回し続け､ドレンプラグを取り外
す｡勢いよくオイルが溢れ出します｡

オイル

ドレンプラグ

オイル

③ ④

① ②

ドレンプラグをパーツクリーナー等で洗浄し､
ドレンパッキンを交換する｡その後､ドレンプ
ラグを元の位置に取り付ける。

⑥⑤

オイルパン

オイルドレーナー




